
参
院
選
の
結
果
と
国
民
の
願
い

ー

国
民
は
何
を
願
っ
て
投
票
し
た
の
か

ー

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果

☆
戦
後
二
番
目
の
低
い
投
票
率
の
中
で
自
公
連
立
政
権
は
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

一
方
、
改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
野
党
も
得
票
を
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
与
党
の
自
民
党
は
二
百
万
票
、
公
明
党
は
百
万
票
も

票
を
減
ら
し
ま
し
た
。
与
党
の
勝
利
は
小
選
挙
区
制
に
よ
る
も
の
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

安
倍
首
相
は
結
果
を
ど
う
見
て
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

☆
安
倍
首
相
は
、
過
半
数
の
議
席
獲
得
で
「
国
民
の
信
を
得
ら
れ
た
」
と
し
て
、
任
期
中
の
改

憲
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。
あ
と
４
議
席
で
３
分
の
２
の
改
憲
議
席
数
に
な
る
の
で
な
ん

と
か
な
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
民
は
「
改
憲
」
を
願
っ
て
投
票
し
た
の
で
は
な
い

☆
選
挙
後
、
国
民
は
何
を
願
っ
て
投
票
し
た
の
か
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
年
金
・
医
療
・
介
護
４
８
・
５
％
、
憲
法
改
正
６
・
９
％
」

〔
共
同
通
信
〕

「
年
金
な
ど
社
会
保
障
３
８
％
、
憲
法
改
正
３
％
」

〔
朝
日
新
聞
〕

「
年
金
な
ど
社
会
保
障
４
１
％
、
憲
法
改
正
３
％
」

〔
読
売
新
聞
〕

☆
こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
憲
法
を
改
正
し
て
ほ
し
く
て
投
票
し
た
人
は
３
％
く
ら
い
し

か
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
さ
ん
が
憲
法
改
正
に
こ
だ
わ
る
の

は
ど
っ
ち
を
向
い
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

国
民
の
願
い
は
将
来
不
安
の
解
消
と
戦
争
を
し
な
い
平
和
な
国
で
す

☆
世
論
調
査
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
の
願
い
は
年
金
、
介
護
、
子
育
て
な
ど
の
将
来
不

安
の
解
消
が
最
優
先
で
す
。
憲
法
の
改
正
な
ど
や
っ
て
い
る
暇
は
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。

☆
野
党
の
皆
さ
ん
に
も
注
文
が
あ
り
ま
す
。
国
民
の
願
い
は
皆
さ
ん
の
考
え
と
殆
ど
一
緒
で
す
。

し
か
し
何
故
、
皆
さ
ん
に
票
が
集
ま
ら
な
い
の
か
。
何
故
若
者
は
選
挙
に
行
か
な
い
の
か
。

ど
う
か
、
真
剣
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

８
・
１
５
の
講
演
会
に
是
非
来
て
下
さ
い
。

二
〇
一
九
年
八
月
十
一
日(

日)

護
憲
平
和
行
進(

通
算
６
３
０
回
目)

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
―
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜
松
・
平
和
の
集
い
の
お
知
ら
せ

日
時
・

場
所

８
月
１
５
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

講
演
・
「
ま
ち
な
か
民
主
主
義
っ
て
な
～
に
？
」

ー
若
者
に
ス
ル
ー
さ
れ
な
い
た
め
に
、

ど
う
語
り
か
け
る
か
ー

講
師
・
菱
山
南
帆
子
（
許
す
な
！
憲
法
改
悪
市
民
連
絡
会
事
務
局
次
長
）

主
催
・
浜
松
・
憲
法
九
条
の
会

～
こ
の
後
、
浜
松
駅
北
口
ま
で
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク
し
ま
す

☆ 憲法を変えるのではなく生かして平和な国に ☆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



〔
焼
き
場
に
立
つ
少
年
〕

こ
の
写
真
は
、
ア
メ
リ
カ
の
従
軍
記
者
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
が
１
９

４
５
年
８
月
９
日
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
数
日
後
、
長
崎
の
焼

き
場
で
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。

こ
の
少
年
は
今
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
自
分
の
弟
を
焼
き
場
に
背
負
っ

て
き
て
、
弟
が
荼
毘
に
付
さ
れ
る
順
番
を
直
立
不
動
で
待
っ
て
い
る
。

だ

び

オ
ダ
ネ
ル
は
、
こ
の
少
年
の
固
く
結
ん
だ
唇
に
血
が
に
じ
ん
で
い

る
の
を
見
た
と
回
想
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
「
戦
争
が
生
み
出
し
た
も
の
」
と

い
う
言
葉
を
添
え
て
、
署
名
と
共
に
こ
の
写
真
を
配
布
す
る
よ
う

指
示
し
た
（
２
０
１
８
年
）
。


